
～もしもにそなえる～
ぼうさい

鼈趙⑧イ聰をあっ
すぐにすることで正しいのはどちらでしよう。Oで日んでください。

①旨いところに逃げる

①ブロックベいや建物につかまり、ゆれがしずまるのを待つ

②カバンで頭を守り、公園やぼ場ににげる

①すぐに水をかける
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③一般電話

番ぇは翼鶴LぁりますI

②黍案篭話

①ガスの元栓をしめる
した

②つくえやテーブルの下にかくれる

②砂浜に出て様子を見る

,、 用水路の強くで隆ぶ  ②番箇で選ぶ①おもしろそうなのて

膊1● k,

②8段階
だんかい

③10段階

①携帯電話



同綺翁ぽ賽尚隆笏

まず、場が発ちてこない、たおれてこない、影動してこない場競で頭を手りましょう。あわてて疎に出るのは電後です。

波はあつという間にやつてきます。できるだけ憲いで海からはなれ、嘗いところや、じようぶな煙場の上の階に避鍵

のときは、プロック塀や錘賜がくずれたり、電柱がたおれたりする電機があるので、近よらないようにしましよう。

がふると、用衆にはいつもよりたくさんの栞がいきおぃょく籍れており、近くで霊ぶと譜後です。

天ぷら雷地 に策をかけると、火がとびはね、ひろがり、いきおいをまします。ぜつたし
'こ

須をかけてはいけません。

ぢょうせん  もん           こた

錮職闘 態ら10答え

が生きていくためには、ひとり1日 3リットルの栞が必要です。災害にそなえ、3日ぶんくらいの飲霧衆をかくほして

1馳農調の農程は0～ 7までの雛営にわかれ、豊程5と6には、「弱Jと「強Jがあるためtl継摺になります。

:省がおこると、電肇子る災が籍え、っながりにくくなるので、公槃整勢いがぃの、霧需警肇ゃ=雅篭筆は横論が諭

れます。


